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第一章　 緒 言

瞳孔対光反射弓の構成経路 に就てはその末

稍走行部は比較的究 明せ られ てい るが(視 束

中の視覚,瞳 孔 線 維 の分 離 問題に関 しては

未だ論なきわけで もないが 今回は この点には

触れない事 とす る)瞳 孔運動性 線維 が視覚伝

達性 線維 と外膝状体隆起部に於 て分 かれ前四

疊体腕を伝わ り上丘 に達 しそれ より瞳孔運動

中枢(現 在 に於 ては大体前四疊体部にて後縱

束の背側 に位す る動眼神経核中脳端部 の有対

小核-所 謂Westphal-Edinger氏 核 と認 め ら

れて居 る)に 至 る間の線維 走行並に両側核に

入る線維 の数の多寡に関 しては解剖学的に も

全 く諸家その説を 異 に し て居 るので ある.

(Perlia, Gudden, Kolliker, Bechterew,

 Hensen, Kahler, Pick, Meynert, Held,

 Heule,等 々)一 方Bach, Levinsohn, Liep

man, Bernheimer, Bumke, Behr, Grothuysen,

等諸氏 による瞳孔運動線維 の経路 に関す るシ

ェーマに して も臨床上 の特殊瞳孔反応を説明

す る為 に全 くの仮説に基きて描 いたものであ

つて且遮断実験に 当つては大部分 動物 を用ひ

てある.而 して動物が猿,猫 の如き半交叉視

束を有す るものであつて も人類 に比較 して発

生学的 にもその視束交叉部 に於け る交叉,非

交叉線維 の割合が異 る如 く,外 膝状体 よ り瞳

孔核に至 る線維 の分布 も当然異 る(そ れが質

的であれ,量 的であれ)と 見做 さないわけに

は行かない.尚 以上 の諸家 のシェーマが正常

反応を含 めた,一 二の症例 を説明す る為 には

"充分条 件"を 備 へて居 るか もしれないが
,

全 ての場 合に於け る"必 要 にして十分 なる"

条 件であ るか否か と云ふ点 に就 いては大いに

批判の余地あ りと思はれ るのである.要 す る

に現今一般 に使用 されて居 る瞳孔反応経路図

では一側外膝状体 と両側瞳孔運動核 とを無定

見 に結合 してしまつて居 ると云ふ虞 れがない

で もない.当 教室の奥山は,主 として比較生

理学的 の見地 より,一 側の視索を通 る求心性

瞳孔運動線維 は全部反対側 の動眼神経核に入

る事を主張 して居 るが,そ れでは一眼の網膜

耳側 のみを照射 した際には,直 接反応が起 き

ぬ ことにな り,こ れは事実 に反する故,此 の

シェーマを基 にすればど うして も左右 の動眼

神経核の間を連絡する線維 を仮定せねばな ら

ぬ.此 処 に於 て筆者等はその間 の不明を少 し

で も解 明せん と志 し,先 ずその第一歩 として

網膜を耳側 と鼻側に分けて刺戟 し,そ のとき

の瞳孔反応時間を直接,間 接両者に渉 り測定

し,そ の間に於て興味 ある事実 を発見 したの

で此処に発 表 す る次 第 で ある.

第二章　 實驗装置並に實驗 方法

§1. 実験装置

実 験 装 置 とし て はHess氏 示 差 瞳 孔 計

(Differential Pupilloskop)にd′ Arsomval氏

測時計(chronometer)を 電気的に連動せ しめ

光刺戟が与 え られてよ り瞳孔が最 も縮小す る

迄 の時間 を測定 した,(こ の 中 に は潜伏 時間

も当然含 まれて居 る)刺 戟 光 は 眼 前面 照 度

200Luxに なる如 く強 さを加減 し,且 光束 は

直径4mmの 平行光線になる如 く調節 した

§2. 実験方法
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第1表　 網 膜刺 戟部 位 と瞳 孔反 応 時間　 1/100秒 単 位1, 2, ……12,

実験は音その他に基 く精神的瞳孔径変動を
へ

可及的避け る為に絶対暗室内で行 つた.入 室

後 は眼前面照度30Luxの 下 で20分 間順応を

行 ひ,大 体瞳孔径,並 に網膜感 光度の一定値

に達せ る時期を選 んで測定を始めた.且 この

明 るさは間接反応を見 る上に於 て必要 なるも

のであ る.頭 部 を顎 台上 に固定 し前方2mの

ところの豆球を望見せ しめ,先 ず一眼中心部

に光 を当てその時 の直接及間接反応時間を測

定 し,次 ぎに他眼を刺戟 せる場 合の直接間接

反応時間 を夫 々5回 宛測定 し次に視線を光源

と45度 の角度 をなし距離2mの 処 の豆球 に

固定 し(併 し凝視はせ しめない.即 ち無調節

状態 に置 く)鼻 側及耳側網膜 を刺戟 し,そ の

時 の間接及直接 反応を夫 々5回 宛測定 し次に

他眼に及 ぶ.以 上で1回 の実験 を終 り,時 又

は 日を変 えて4回 即 ち一部 位 に対 して20回

の測定値 を出 したのである　而 して刺戟間隔

は5分 以上 とり,前 回刺 戟に基 く影響 を全 く

除 くよ う心掛けた.

§3. 被 検 者

被検者 としては眼疾,瞳 孔不同症,斜 視

色神異常,夜 盲等 のない19～36才 迄 の学生,

技術員,教 室員15名 を選び,予 あ充 分 計 測

に習熟せ しめて後実験を行つた.

第三章　 實驗成績並に考按

各 人平均値を表 に したのが第1表 であ り,

これをグ ラフに示 したのが第1図 で ある.

第1図　 網 膜刺戟 部位 と瞳孔反応時間

1秒
/

100

これを見 ると明かなる如 く,

① 黄斑部を刺戟 した場合が最も瞳孔反応時

間が短 く,

② 網膜鼻側半部を照射 した場合には直接反

応時間の方が間接反応時間に比 し短いことが

1%以 下 の危険率で云へる.(以 下これに同



瞳孔対光反射経路に関する実験的研究　 1025

じ)其 の差 は約0.1秒 で あ る.

の数字 は第1図 の各1, 2, … …12の 場合 の瞳 孔反 応 時間 を 示す　 (n=20)

③ 網膜耳側半部 を照射せ る場 合には間接 写

応 時間 の方が直接 反応に比 し短 く其 の差は約

0.1秒 である

④ 直接反応のみに就 き考 へると鼻側を刺戟

せ る場合の方が耳側 照射時 に比 し短 く其 の差

は約0.15秒 である.

⑤ 間接 反応 に就 いてのみ考へ ると耳側刺戟

時 の方が鼻側刺戟時 に比 し反応時間 小其 の差

は約0.05秒 である.

⑥ 左右 の瞳 孔た就 ての比較では時間的に有

意の差異 を見出 さない.

以上 の実験成績 より考へ るに,奥 山のシェ

ーマの如 く一側の瞳 孔線維が全部反対側 の動

眼神経核に入 るとすれば,ど うして も左右 の

動眼神経核を連絡 す る線 維 が な くてはな ら

ぬ.而 して此 の場 合には,網 膜耳側照射時 の

間接反応 と鼻側照射時 の直接反応 との反射弓

に於け る ノイロンの数は等 しい筈 であ る.所

が耳 側 照 射 時 の間 接反応時間は1.002秒,

 0.998秒,鼻 側 照射時の直接反応時間は0.956

秒, 0.956秒 で其 の差は0.05秒 である.此 の

0.05秒 の差異は網膜 の耳 側 と鼻 側 との感受

性 の差異 によるものと考へ られ る.志 熊 によ

し

れば,瞳 孔反応時間は瞳孔反応強大な る程短

い と云 う.従 つ て今 の場 合,鼻 側網膜 の方が

耳側 よ り感受性大な りと考 へて よかろ う.此

の耳側鼻側両者 の感受性 の差異 を考慮に入れ

ると④の直接 反応のみに就 き考 へた鼻側照射

時 と耳側 照 射 時の差0.15秒 も0.1秒 と考 へ

て よ いわ け で上 述 の ② ③ ④ の各場合 の差

0.1秒 は反射 弓の ノイロンの数が一個だけ多

いため と考へ られ る.か ゝる性質の ノイロン

の数が一個増すために反射時間が如何程長 く

な るか と云 う事は実験的成績なきため不明で
げ

あ る.然 し他の多 くの学者 の如 く一側 の瞳孔
ノ

線維が両側 の動 限神経核に入 ると見做 す場合

については,両 側の核に入 る線維 の数の違 ひ

によるもの として も本実 験の成績を説明出来
リ ワ

ない事 もないのであつて,本 実験 のみで直 ち

に何れが正な るか否かは速断出来 ない処であ

る.

黄斑 部刺戟 の場 合が最 も瞳孔反応時間短い

のは,光 学的に照射光 の網膜 に達す る量多 く,

単位面積 の刺戟強度強 き為か,將 又錐 体細胞

の方 が桿 体細 胞に比 し瞳孔反応 に関 し感受性

大な る為であろ う.



1026　 西 田 勇

第四章　結 驗

人の網膜耳鼻側を各個に照射 した場 合の瞳

孔反応時間を測定 して次の如き興味ある結果

を得た.

1) 黄斑 部を照射した場 含が最 も瞳孔反応時

間は短 い.

2) 網膜鼻側半部を照 した場 合には,直 接反

応時間 の方が間接反応時間 に比 し約0.1秒 短

い.

3) 網 膜耳側半部を照射 した場 合には間接 反

応時間の方が直接反応時間に比 し約0.1秒 短

い.

4) 直接反応 のみに就 き考へ ると鼻側を照射

した場合の方が耳側 照 射 時に比 し約0.15秒

短 いが,網 膜 の鼻側,耳 側の感受性 を考慮に

入れ るとやはり其 の差は0.1秒 となる.

5) 而 して以上2), 3), 4),の 時間差0.1秒

は各反射 弓の ノイロンの数 が一個 だけ異な る

ためか或 は又一側 の瞳孔線維が両側 の動眼神

経核に連 な るところの線維数 の差異 かどちら

かに依るもの と思はれ る.

本論文要旨は昭和23年10月 第41回 中国四国眼

科集談会及び昭和24年10月 中国四国生理学談話会

にて発表した.

稿を終 るに当 り御指導御高閲を賜 りたる林教授に

深謝致す.
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